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研究成果の概要（和文）：本研究は，約1億年前の北海道産アンモナイト化石の産地情報に関するデジタルアー
カイブスを構築することで，今後の資料データの記録方法の理解促進、市民参加型の資料収集の促進へフィード
バックさせることを目的とする．
抽出したデータは白亜系蝦夷層群が分布する北海道三笠，夕張，小平地域の過去に論文で公表されたアンモナイ
ト類の産出データである．さらに，論文に掲載されていない，博物館に寄贈されたアンモナイト資料（約1500
点）の再鑑定と位置情報を調査した．その結果，寄贈標本については，そのほとんどの位置情報が読み取れず，
産地情報の重要性に関するリテラシー教育が重要であることがわかった．

研究成果の概要（英文）：This study aims to construct a digital archive related to the provenance 
information of Cretaceous ammonite fossils from Hokkaido, in order to promote understanding of 
future material data recording methods and to encourage citizen participation in museum collection.
The data extracted are occurrence data of ammonites previously published in papers from the Mikasa, 
Yubari, and Kobaru areas in Hokkaido where the Cretaceous Yezo Group is distributed. In addition, we
 re-identified and investigated the location information of ammonite materials (about 1500 
specimens) donated to museums, which were not published in papers. As a result, it was found that 
the location information for most of the donated specimens could not be read and that literacy 
education related to provenance information is important.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究を今後も蓄積することで，これまでの論文で公表された膨大な化石記録を包括的にとりまとめることがで
き，単なる情報検索としてのデータベースではなく，化石資料の多様性変動研究における精度も高めることがで
きる．
さらに，このデータベースを活用した教育プログラムを実践することで，参加者自身が入手した化石データを直
接反映させることができ，参加者自身の活動が学術的活動へ貢献することを目に見える形で体験させることがで
きる．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

北海道産のアンモナイト化石を収蔵している博物館は多く，展示物や教材資料として目にす

る機会も多い．しかし，必ずしも学術的活用が十分になされていないのが現状である．  

 一方，化石の多様性変動研究は，その化石の産出する地層の露出面積や採集者の人数による影

響を受けると考えられ（サンプリングバイアス），1 つの研究だけでは十分なデータを得られて

いない可能性がある．この影響を少なくするには，これまで蓄積されたデータを 1つにまとめる

ことが重要である．しかし現実には，アンモナイト化石に関する過去の産出データの蓄積は，未

だ統一されたデータベースとしてまとめられていない． 

そこで，デジタル地図上に可視化し，情報の関係性を視覚的にわかりやすく提供することがで

きる GIS を活用して，過去の論文で報告されたアンモナイト化石や博物館で収蔵する論文に掲

載されていない資料の産出データをまとめ，包括的なデータベースを構築することで，博物館資

料の学術的有用性を評価し，化石資料の多様性変動研究の精度もより一層高めることができる

と考えた．さらに，これらの成果を Web 地図上でわかりやすく一般公開し，それを活用した教育

プログラムを実践することで，多くの博物館で収蔵する北海道産アンモナイト化石の利活用だ

けでなく，今後の資料データの記録方法の理解促進、市民参加型の資料収集の促進へフィードバ

ックさせることができると考えた． 

 
２．研究の目的 

本研究は，約 1 億年前の北海道産アンモナイト化石を事例に，地理情報システム（GIS）を活

用したデジタルアーカイブスを構築し，その成果を視認性の高い Web 地図上で一般公開し博物

館教育プログラムで活用することで，今後の資料データの記録方法の理解促進、市民参加型の資

料収集の促進へフィードバックさせ，さらなる博物館資料（情報）の収集と利活用を促進させる

サイクルを構築することを目的とする． 

 
３．研究の方法 

（１）プラットフォームの構築と論文で公表された産出データの登録 

 GIS を活用した産地データベースを作成するためのプラットフォームを構築する．その上で，

調査対象地域（三笠，夕張，小平地域）の過去に論文で公表されたアンモナイト類の産出データ

を登録する．  

（２）博物館収蔵資料の産出データの登録 

 対象地域のアンモナイト類を多く所蔵する博物館を対象に，論文に掲載されていないアンモ

ナイト類の産出データを登録する．  

（３）博物館資料の学術的有用性の評価 

 博物館で収蔵する論文に掲載されていない資料が，どの程度，学術的分野に貢献でき得るのか

を評価する． 

 
４．研究成果 

 主に研究代表者が研究対象としていた三笠，夕張，小平地域における論文に公表されたアンモ

ナイト類の産地情報を GIS 上に登録した． 

 



 

小平・古丹別地域におけるアンモナイト産地情報の入力例 
 

これにより，これまで別々の論文上で表記されていたアンモナイト類の産地情報が同一面上

で表記可能になる．さらに，地質図等とも加えることで，どの地層に産地記録が多いかなどが一

目でわかり，今後の研究を考える上での基礎にもなると考えられ，また博物館における化石観察

講座等の資料としても有効である． 

 

 

同地点における地質図上に産出地点を表示した例 

 

 さらに，論文に公表されていない標本を調べるため，札幌市博物館活動センターに所蔵されて

いる資料約 1500 点の再鑑定と位置情報について調査した．その結果，ほとんどの資料の産地情

報の詳細がわからず，または化石に沢や地域の名前等が表記されているのみであった．したがっ

て，今後は産地情報の重要性に関するリテラシー教育を，化石愛好家や博物館事業参加者へ継続

して普及教育を行うことが重要である． 



 なお，本研究は，本来ならば，（１）得られたデータから，各地域（三笠，夕張，小平）の総

合柱状図（地質断面図）を作成し，地域ごと（浅海域〜冲合域）のアンモナイト類の時空分布を

明らかにし，北太平洋地域におけるアンモナイト類の多様性変動曲線を構築する，（２）博物館

教育プログラムの実践，を目標としていたが，新型コロナウィルス感染症拡大の影響により，業

務多忙により研究時間が十分に持てなかったこと，感染予防のため普及教育事業の実施をする

ことができなかった． 

 今後も上記研究を継続的に実施することで，資料の“学術利用”と“教育利用”の両者に資す

る「博物館資料の収集と利活用を促進させるサイクルの構築」が図られると考えられる． 
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